
 

 

 

武蔵野消防署 

令和４年８月上旬に武蔵野消防署本署において、「特別救助小隊及びはしご小隊

の消防活動技術効果確認」を実施しました。今回の効果確認では、救助隊は、共同

溝地下２階部分の作業現場で、発電機の排ガスにより一酸化炭素が発生し要救助者

が１名いるという想定のもと、また、はしご隊は、耐火７／０共同住宅の５階部分から

出火し、５階ベランダに要救助者が１名いるという想定のもと、それぞれ確認を行い

ました。各隊とも安全、確実、迅速かつ基本に忠実な消防活動を行い、活動能力の

向上につなげました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


